
■工事概要 ■高濃度薄層浚渫工事（湖底の底質浄化）の流れ

● ／

● ／ 西の湖河川浄化（総流防）工事　[高濃度薄層浚渫 含泥率70％]

● ／ 滋賀県近江八幡市安土町

● ／ 滋賀県東近江土木事務所

● ／ 高濃度浚渫Ｖ＝１０,６６７ｍ3

（＊配送距離２００ｍ：水上６００ｍ＋水底管３７ｍ＋陸上２９０ｍ）

■施工フロー

施 工 数 量

高 濃 度 薄 層 浚 渫 （ 湖 底 の 底 質 浄 化 ）

工 事 目 的

工 事 名

施 工 場 所

発 注 者

高濃度船：清宏Ⅲ（５０m3級）  

準備工 

汚濁防止膜工 貯泥ヤード整備工 

高濃度船搬入組立 

高濃度船運転 

貯泥ヤードへ送泥 

処理土養生仮置き 

搬出再利用 

施工平面図 

昭和 52 年、琵琶湖で発生した淡水赤潮を契機として行われている河川

浄化事業の一環で水質の改善及び水量確保の観点から湖底に堆積す

る汚泥の除去（底質改善対策）をすることにより、琵琶湖に流入する前に

栄養塩類を除去し水質浄化を目的とする工事である。 
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CUTTING ROTARY SHAVER FOR LAKE RENEWAL SYSTEM
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（浚渫能力）

１時間で取れるヘドロの量 ５０～８０ｍ3
作業できる深さ ６．０ｍ（最大）
管を通してヘドロを送れる距離 ３０００ｍ

（船体寸法）
長 さ ２２．４３ｍ
幅 ７．３２ｍ
深 さ １．４０ｍ
水面高さ ５．８５ｍ

高濃度薄層浚渫船｢ 清 宏 Ⅲ 号 」

① 回転するカ ッタ－でヘドロを
すくい取ります

② 空気が入っているためヘドロ

と水が混ざり合いません

③ 大型ポンプでヘドロを船上

のタンクに送ります

④ すいあげたヘドロはこのタンクに
送られます

カ ッタ－
回転方向

⑤ タンクがいっぱいになるとポンプ
と空気の力でヘドロを陸上まで

送ります

水上管
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CUTTING ROTARY SHAVER FOR LAKE RENEWAL SYSTEM

東洋建設

浮 標 灯 ゴムジョ イント

陸上運搬

高濃度薄層浚渫船
清宏Ⅲ号

GPS測位システム

A

事前湖底清掃

水上管

水底管

陸上管

ヘドロの流れ

ヘドロの流れ

ヘドロの流れ

ヘドロの流れ

ヘドロの流れ

浚渫工事の作業の流れ

ヘドロを吸い取ります。

送泥管を通してヘドロを陸上に
送ります

船が通る航路部分では、湖底に管を

陸上の貯泥ピットにヘドロを
貯めます。

ヘドロをダンプに積み込んで、最終処分
処分します。

処理ヤードでヘドロを乾燥させ
ます。

ヘドロと分離した水は処理をし
て琵琶湖に返します。


